
　地層研ニュースに関するご意見・ご要望や瑞浪超深地層研究所の見学のご希望などについては、
下記の連絡先までお願いいたします。

【電話】0572-66-2244(代表) 【FAX】0572-66-2124 【ﾒｰﾙ】tono-ck@jaea.go.jp
《東濃地科学センターホームページ：http://www.jaea.go.jp/04/tono/index.htm》

東濃地科学センター　地域交流課（栢，木内，福島）

瑞浪超深地層研究所　着工から5周年瑞浪超深地層研究所　着工から5周年

　瑞浪超深地層研究所は、今年 7 月をもって着工 5 周年を迎えることとなりました。
これも地域のみなさま方のご理解とご協力あってのことであり、心より感謝申し上げ
ます。この節目を機に従業員一同、気持ちを新たにより一層の安全を心がけるととも
に全力で研究開発に尽くしてまいります。

かや

　今月号の研究成果は手順④の「ボーリング孔内で振動を起こし他のボーリング孔内で
振動を受信して地下を調べる研究」についてご紹介します。この研究では、ボーリング
孔とボーリング孔の間の地下の構造について調べました。
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堆積岩 花崗岩 断層や割れ目帯（　　確定　　予想）

【手順①】 【手順②】 【手順③】 【手順④】

第１段階の研究は、大きく分けて４つの手順で行いました。

瑞浪超深地層研究所における研究成果（第1段階）瑞浪超深地層研究所における研究成果（第1段階）スポット
ニュース

瑞浪超深地層研究所着工
（平成 14 年 7 月）

用地の造成工事完了
（平成 15 年 3 月）

立坑の掘削開始
（平成 15 年 7 月）

立坑深さ 50m まで掘削完了
（平成 16 年 9 月）

櫓を用いた本格掘削開始
（深さ 50m 以深）
（平成 17 年 2 月）

深さ 100m 予備ステージ貫通
（平成 17 年 6 月）
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　こ の 研 究 は、2
本のボーリング孔

（MIZ-1,DH-2) の
間の振動の伝わり
方を測り、地下の
構造を調べました。
その結果、2 本の
ボーリング孔の間
に断層と考えられ
る地質構造の存在
が推定されました。

瀬戸層群

生俵累層

明世累層/本郷累層

低角度傾斜を有する
割れ目の集中帯

上部割れ目帯

下部割れ目低密度帯

月吉断層に伴う割れ目帯

断層/推定断層

土岐夾炭累層

明世累層/本郷累層 基底礫

土岐夾炭累層　基底礫
反映

北
【手順④における地下の様子のモデル】

手順③で作成したモデルに手順④の成果を反映させたモデルができ

ました。この第１段階の地上からの研究で作成されたモデルが本当

の地下と、どの程度一致しているのかを調べるため、第２段階であ

る実際に立坑を掘って確認する段階へ研究は進んでいきます。

独立行政法人
日本原子力研究開発機構
東濃地科学センター

独立行政法人
日本原子力研究開発機構
東濃地科学センター
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【採取日：平成 19 年 5 月 10 日】

「瑞浪超深地層研究所に係る環境保全協定書」
第2条に基づく排出水等の測定結果（平成19年5月分）

「瑞浪超深地層研究所に係る環境保全協定書」
第2条に基づく排出水等の測定結果（平成19年5月分）

瑞浪国際地科学交流館　ミニギャラリー展示案内瑞浪国際地科学交流館　ミニギャラリー展示案内
　ミニギャラリーでは、「写真展」（仮称）の作品を展示いたします。是非、交流館へ足
をお運びください。
　　【期　間】7 月 3 日（火）～ 7 月 31 日（火）　　10:00 ～ 21:00
　　【場　所】瑞浪市明世町山野内字大狭間 36-8（入場無料）
　　【休館日】毎週月曜日（月曜日が祝日又は振替休日でも休館）

　

瑞浪超深地層研究所を見てみませんか？瑞浪超深地層研究所を見てみませんか？
　瑞浪超深地層研究所の見学会を下記のとおり開催いたします。希望される方は
事前申込が必要となりますので、7 月 26 日（木）までに住所、氏名、電話番号
をお知らせください。また、申込み多数の場合は締切り前に受付を終了させてい
ただくこともありますのでご容赦ください。なお、見学会は今後も毎月開催する
予定です。
  【開催日時】平成 19 年 7 月 29 日（日）9:30 ～ 11:30
  【対　　象】小学校 4 年生以上

※お知らせいただいた氏名等の個人情報は見学会の目的以外には使用いたしません。

工事現場での安全の確保のため、お子様の場合は小学校 4
年生以上の方に限らせていただき保護者の同行をお願いし
ております。ご協力をお願いいたします

  【申込み先】地層研ニュース表面の連絡先へお願いします。

単位：mg/ ㍑（水素イオン濃度は pH）
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【測定期間：3 月 29 日～ 6 月下旬】

測定結果
花木の森散策路
における空間放
射線線量率

※5

3 ヶ月の集積空間放射

線線量率　　から算出※6

参　考　値

測定中
周辺地域の空間放射線線

量率と同等
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【瑞浪超深地層研究所】
　①立坑の掘削工事（6/19現在、主立坑200.2㍍　換気立坑196.2㍍）
　②深さ200㍍の予備ステージ及びボーリング横坑の掘削作業
　③排水処理設備におけるふっ素、ほう素の除去後の排水継続
　④既存ボーリング孔(MSB-1,2,3,4号孔、MIZ-1号孔、05ＭＥ06号孔)での水圧などの長期観測
　⑤深さ200㍍の予備ステージでの地下水圧・水質観測のためのボーリング作業
　⑥深さ100㍍の予備ステージにおける地下水の水圧・水質の観測
　⑦狭間川における流量観測及び用地周辺井戸での水位観測
　⑧研究坑道の排水に伴う環境管理測定
　⑨表層水理観測（気象観測、地表の傾斜量の観測など）
　⑩東濃地震科学研究所との研究協力に伴う岩盤の傾斜等の長期観測
【正馬様用地】
　①既存のボーリング孔での水圧などの長期観測

来月の主な作業予定（7月）来月の主な作業予定（7月）

パソコン教習コーナーのご案内パソコン教習コーナーのご案内
　瑞浪超深地層研究所では、パソコン教習コーナーを下記のとおり開催しています。参
加希望の方は、日時、人数、お名前を地域交流課までお知らせください。なお、都合に
より日時の変更をお願いすることがありますのでご承知おきください。
　【期　間】平成 20 年 3 月までの平日（9:00 ～ 17:00 まで）
　【場　所】瑞浪超深地層研究所　管理棟　展示スペース
　【内　容】パソコンの基本操作（１～２時間程度を予定）
　【申込先】0572-66-2244（地域交流課まで）　〔FAX〕0572-66-2124
　　　　　〔E-mail〕tono-ck@jaea.go.jp
※お知らせいただいた氏名等の個人情報はパソコン教習コーナーの目的以外には使用いたしません。
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